




姿勢とは？



姿勢とは？
重力に対して、バランスを取っている時の体の姿（構え・体位）である。

構え：身体各部位の位置関係（アライメント） 
体位：重力に応じて身体をどう位置づけるのか（立位・座位・臥位）

バランス： 
ヒトがある環境における運動遂行の為に、感覚を
処理し、重心を一定あるいは移動する支持基底面
に維持するために適切に処理を行うこと



身体重心の求め方



＜骨指標について＞
構え：身体各部位の位置関係（アライメント）



支持基底面について

食事時の 
支持基底面の変化は？



支持基底面について



食事での『重心の移動・軌跡』について

坐骨 重心

支持基底面



姿勢

予測

重心右後方へ

股関節外転・外旋 
→骨盤後傾・右回旋

嚥下＆姿勢評価チャート



姿勢 嚥下機能 
＜予測＞



姿勢

重心右後方へ

股関節外転・外旋 
→骨盤後傾・右回旋

嚥下機能評価



代償

姿勢から嚥下機能評価の仮説



嚥下反射 
嚥下圧



②食道入口部開大 
  甲状舌骨筋 
　　→輪状咽頭筋弛緩 

③声帯閉鎖 
④喉頭（前庭）閉鎖 

喉頭蓋反転・咽頭挙上

オトガイ舌筋 
顎二腹筋前腹 
顎舌骨筋

①喉頭挙上（下顎が安定した状態にて） 
　→舌骨上筋群→舌骨前上方へ→甲状舌骨筋収縮→喉頭挙上

茎突舌筋 
顎二腹筋後腹

甲状舌骨筋収縮 
→甲状軟骨前上方へ 
　（喉頭挙上）

咽頭期（嚥下反射のメカニズム）



<point> 
①前上方に上がる幅（強さ） 

②スピード（効率性） 

③タイミング 
　→食形態による変化

　　嚥下反射評価のPointについて



視診：嚥下反射の中で「甲状軟骨」を診る



舌筋・舌骨上筋群

甲状舌骨筋輪状咽頭筋弛緩 舌骨上筋群 
求心性収縮

舌骨下筋群 
遠心性収縮

茎突舌骨筋 
顎二腹筋後腹・顎舌骨筋

元の位置に戻る

嚥下における舌骨の運動と筋活動について



嚥下反射 
嚥下圧



軟口蓋

咽頭収縮筋

舌筋

①舌筋 
②軟口蓋 
③咽頭収縮筋

嚥下圧の構成要素について



嚥下に必要な舌の機能について
送り込み（嚥下圧） 
→嚥下反射

食物の取り込み 食塊形成→食形態



食物の取り込み

食物に対しての準備 
（スプーン状）

嚥下に必要な舌の機能について



軟口蓋

舌筋
食塊

食塊形成

舌尖が歯・口蓋につく 
→closeな運動が必要！

口腔準備期

舌 舌

舌 舌

嚥下に必要な舌の機能について



食塊

舌筋

軟口蓋

食塊

舌筋

軟口蓋

舌根挙上

口腔送り込み期

舌根挙上

嚥下圧 口蓋への 
　　感覚入力

鼻咽腔閉鎖 
嚥下反射

嚥下に必要な舌の機能について



舌の評価（触診）について
右茎突舌筋左茎突舌筋

右舌骨舌筋左舌骨舌筋

右外舌筋の可動域制限あり

左感覚過敏右感覚障害



軟口蓋とは？

軟口蓋

上口唇
硬口蓋
軟口蓋

口蓋垂

舌
舌下ヒダ

舌下小丘

口蓋舌弓

口蓋咽頭弓

口蓋扁桃

口峡

下口唇



左右

口蓋舌・咽頭筋の評価

口蓋舌筋

口蓋咽頭筋

口蓋（軟口蓋）

舌
舌骨舌筋
顎二腹筋

肩甲舌骨筋
胸骨舌骨筋

胸骨甲状筋

口蓋舌筋

口蓋咽頭筋



口蓋舌筋

口蓋咽頭筋

口蓋舌・咽頭筋の評価



部位別 
評価



重心

床反力

筋緊張

重心

床反力

人が地球上で姿勢を保つ
為には、常に重力（１G）
が外力として関わる

重心

10
5

重力の合力 
15

張力：15
筋緊張

つり合う

重力・張力（筋緊張）・重心の考え方



筋緊張とは？

不随意にある一定の張力を 
維持する機能のこと

張力とは？ 
引っ張った時の力 
　　→これが一定である



筋緊張の役割とは？

筋緊張は姿勢保持機構や体温調節機構に関与しており、
特に姿勢保持機構は運動あるいは姿勢保持の際に活動す
る骨格筋の準備状態に重要な意味を持つとされる。

①姿勢保持機構に関与 
②特に運動あるいは姿勢保持の際に 
　　　　　　活動する骨格筋の準備状態に重要



摂食行動
空腹感

環境の認知

視床下部 
（動機づけ）

食物・非食物の識別

好き？嫌い？

食べる！ 
（企画） プログラム 運動実行

頭頂連合野

大脳辺縁系

前頭連合野 運動前野 
補足運動野 一次運動野

皮質脊髄路

感覚入力

運動出力

反射

皮質網様体脊髄路

皮質延髄路

末梢性嚥下

中枢性嚥下

＜食べるまでの脳内の流れ＞



姿勢機能
嚥下評価
食事場面での評価 

直接訓練（bedside） 
嚥下スクリーニング評価

経口摂取START

摂取量向上

食形態 
向上

楽しみ

嚥下機能を引き出す 
（姿勢→筋緊張） 
誤嚥防止機能 
（角度・ポジショニング）

ADLでの座位保持機能 
→呼吸・姿勢＆嚥下 
食事動作機能向上

頭頸部・下顎保持 
口腔嚥下機能向上 
→舌・咀嚼・歯

頭頸部 
肩甲帯

胸郭 
骨盤

股関節 
骨盤

基礎 
（姿勢）

姿勢＆嚥下 
部位別

講師が考える姿勢＆嚥下の臨床評価・治療
原因追求には『部位別評価』が必要



＜部位別評価　骨盤・股関節＞



骨盤

胸郭

＜部位別評価　骨盤・胸郭（腹圧）編＞

腹圧



肩甲骨

頭頸部

舌筋 
舌骨上下筋群

＜部位別評価　頭頸部・肩甲帯編＞






